
これまでの経緯
2007. 7.16　中越沖地震発生（M6.8）
2009. 2.13　7 号機について被災後の健全性を規制行政庁が承認
2009. 5. 8　地元 3首長（新潟県・柏崎市・刈羽村）が 7号機の再起動に同意
2009. 5.20　7 号機、試験運転で送電再開（1年 10 か月ぶり）
2009. 7.22　地元 3首長が 7号機の営業運転入りに同意
2009. 8.26　地元 3首長が 6号機の再起動に同意、試験運転入り
2009.12.28　7 号機が試験運転に合格、営業運転再開（2年 5か月ぶり）
2010. 1.19　6 号機が試験運転に合格、営業運転再開（2年 6か月ぶり）

07 年夏、東電柏崎刈羽原発全７機が中越沖地震で被災
その後 2年半をかけて調査・点検が進められてきましたが、
いまだに被災状況の全貌は見えません。昨年 12 月、全機の中でもっとも若い 7号機が、つづいて今年 1月、
6号機が国の許可を得てようやく営業再開したところです。

次にはいちばん高齢の 1号機が復帰準備中です。この間地元では運転再開をめぐって賛否両論渦巻き、
数え切れないほどの会合や議論が重ねられてきました。けれどもそれらの様子や内容の詳細はほとんど消費者に
届いていません。

いったい柏崎刈羽原発で何が起こったのか、そしてどうなったのか、震災を受けた原発を、このまま次々と
復帰して発電しても大丈夫なのか等々、気になることについて東電はじめ関係者の方々からお聞きしたいと思い、
対話フォーラムを企画しました。

しかし東電は、講師派遣に快く応じようとはしません。地元では再三説明会を行いつつ、消費地の顧客には振り向い
てくれないのです。そこで今回は、東電から借用した映像を活用しながら、東電の原発で働いてきた技術者や、東電
本社と 20 年にわたって質疑・意見交換を重ねてきた市民に登場いただき、柏崎刈羽原発から送電してもらわないと
困るのか、そのための安全は確保できたのか、考えてみたいと思います。

お誘い・・・第 4部（18：30 ～ 20：00）
対話フォーラム終了後、夕食休憩 30 分をはさみ、引き続き会場にて希望者による意見交換を行いたいと思います。
講師陣や地元住民の方々も参加いただけます。「これからどうしたらよいのか」「何をしたいか」「情報を伝えるには」
等々大いに語り合いませんか。

元原発技術者／小倉志郎（おぐらしろう）
35 年間一貫して、機械エンジニアとして、柏崎刈羽１号機
をはじめ原子力発電所関連業務にかかわり、見積・設計・
建設・試運転・定期検査・運転サービス・客先教育に携わっ
た。　定年退職後、「コスタリカに学ぶ会」世話人。

変動地形学者／渡辺満久（わたなべみつひさ）
東洋大学社会学部教授。 専門分野・研究テーマは活断層、活
断層研究、地形学、自然地理学、自然環境変化ほか。　全国
各地で精力的に調査を行い、原発立地の地形についても問
題提起している。　　

原発研究者／山口幸夫（やまぐちゆきお）
新潟県生まれ。物性物理学専攻、工学博士。1998 年より
原子力資料情報室共同代表。　

地元住民／高桑千恵（たかくわちえ）
新潟市出身。1968 年仕事で柏崎市に住む。1973 年刈羽村
住民となる。

東京電力に代って／阪上武（さかがみたけし）
 1989 年の東電福島原発再循環ポンプ破損事故以来、東電
の情報公開を求め続ける。本社において開催される「東電
共の会」常連。福島老朽原発を考える会代表。

連絡先　ふぇみん婦人民主クラブ（03-3402-3244）、日本消費者連盟 (03-5155-4765）、東電共の会（050-7533-0515）　　　　　　

講師プロフィール

◆実行委員会参加連絡先
　東電共の会（050-7533-0515）
◆賛同費　団体一口 2000 円　　個人　一口 1000 円　複数口歓迎

◆賛同費・カンパ振り込み先

　郵便振替口座　00850－4－2364　「東電と共に脱原発をめざす会」

実行委員、賛同個人・

団体募集中 !!
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